




















































ance / reduction strategies）と呼ばれるものと，達成ストラテジー（Achievementstrategies）と














































CEI = RM/SM 








linguistic competence），談話能力（discourse competence）と，方略能力（strategiccompetence) 
が必要である（Canale& Swain 1980, Canale 1983）.初級学習者の場合は諾葉量，既習文法に
代表される文法能力の不足は当然のことである. Hymesのモデノレに挙げられているようなコミ














感できる気配りが必要J と述べ， これを「共感能力J と呼んでいるが，接触場面の場合， この






































































































( 2) lf'An Introduction to Modern Japanesedl (1977) Mizutani & Mizutani. 
( 3 ) F日本語初歩 Idl(1982）国際交流基金．
(4) 「これからの日本語」（1982)Sato, Shishido, & Sakihara3. 
( 5) lf'Learn Japanese-New College Textdl (1984) Young & Nakajima-Okano. 
( 6) F技術研修のための日本語」（1985）国際協力事業団．
( 7) lf'Executive Japanesedl (1986) Takamizawa. 
( 8) F初級日本語」（1990）東京外国語大学附属日本語学校．
( 9) 「しんにほんごのきそ IJ(1990）海外技術者研修協会．
この9冊の中で r開き返しJの表現が本文会話の中に現われるのは（6)(8) (9）の 3冊だけであ





ア リ：「みんしゅくJ というのは｛可ですか. (p. 133) 
これは， アリが山田の言った「みんしゅく J という言葉が分からず，「開き返しJ をした場面で、
ある．分からない言葉の意味を日本語で聞き返すのは初級学習者にとって非常に重要な言語機能








初級日本語教科書と r聞き返しJのストラテジ｝ 39 
ラオ：駅の前？












サリム： いいえ，サリーじゃありません．サリムです. (p. 3) 
3課 ［会話 l]
サリム： すみません．東京までいくらですか．




サリム： すみません． もういちどゆっくりおねがいします．③ (p. 57) 
1 課 ［会話 l]
インストラクター： カマラさん，ここはきんえんですよ．
カマラ： き・ん・え・ん？ ④ 
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